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蠶卵の紫外線螢光に關する研究（豫報）

山口定次郎

米澤俊吾

　紫外線螢光に依る物質¢嬢1詮1識に就ては霜くカaら可成多徽の丈献がある。術；礁縣業，1：に於ても

ジ1：．1ヨ導士、山崎瀞氏螺により鐡蘭の蟄光に了lll乃張紫の色あるを搬見されて以來、繭の他獄の皿L

液慾に關して門’Fr燈の研究讐：がある⇔嶺∫他の動物！防に鳥卵に巧泥ては最近千島霧久ワ」氏の「鳥卵

及楡卵管の紫外練螢光」　・』題して興味ある11’β細な實験：並に芋1i鵬導結果の報・1，！i’がある。然し穰卵

の螢光色に關しては魯賓慾の卸ゐlll壱りでほ未だ之を見なv・故に灯響等は灘卵に就て人工太陽燈i

に紫外線濾瓶板をllf4けたものを用ゐ螢光を鑑別し種なの方剛から紫外線螢光を調べっxあるが

勲には詳細な爽示なi遊けて次の様に大休の結果を丁象報として言己載し大方の御flヒ正を乞ふ次第で；

ある。

　　工，卵表面の螢光色

　・普通卵色が外親的に種々繊報なる如く卵畿圃の紫外線螢光も亦種々なものがある。先づ策一・

に品種的の和違がある、、父同一晶乖・1更間に於ても均…のものもあるが螢光の弧さに麗のあるもの

もあるo叉色調に蟹化のあるものもあり逆に螢光として認め得ないものもあるo

　一般に普通光線に於て卵色と蓉へば卵殻を邊して見た漿渋膜色素の色といふ事になるが、歴

光の膓禽にも卵i痴鰍で紫外糸尺を照尉しか場合は卵殻と岡時にタ｝竃液膜の螢光の有無を聴へに入れ

ねばならぬ。そこで卵殻の螢光色と、漿液膜の螢光とは備i々別々に観察するとして先づ卵表面

を穐括的に親察する必要がある。此の中螢光として最も顯涛に爽はれるものには園獄支106號’

（他にもあるが最も数多く馴かである）がある、之では繭に見る様な鮮かな輝光色のものがあり

その程慶の弱き黄、1暦黄色b噌黄褐色等迄大別して四種位あるo反之rL－－O號、　Nじ號の女llき

は殆んど全く卵面無螢光である。そして此のものは卵殻の下の色に皮既される。

　倫他の温腫にも之尋と同様のものがあるが一一般には此の黄色を含む螢光弱く且っ複羅の色を

豊する。勿論無螢光のものもある。現在まで轡潜等が調べだ純檸種交雅種（交礫腫（F∫）の卵

は母体と同様と見るべきである）、こ：卜数磁に就いて槻るに、費色、緑紫色、黄褐色誌荻黄色、

無螢光（一般に黒，紫禍の色を含む）等がある。夫等の色の張翻ぱ種々あるが・顯的にその割

合等は一1定してゐるものの様である。大体に於て黄色を含むのが普通で淡紅叉は紫味を11i，・￥びた

のもあるが下部焚液膜の色素の干渉によつて複維を極めた色に見えて來る。卵色に於ける様に

螢光色の名聡の付し方も3く容易でない。卵色と卵面螢光色では何等かの關係あるものもあるが

全くなV暢含もあつて例へば麦105の輝黄色螢光の卵と噌餅易色螢光の卵とでは可硯線中で

は全くi誰別が付かなV・o

碕不授精卵に於ても漿灘と色素はなv・が各個有の螢光色をもつてゐる。一般に黄色の螢光を

獲する。

　II．漿液膜の螢光の筒無

魯通の窟品穣徽磁に就て夢∫芝液膜を取り川して紫外線螢光を見たが何れも黒紫，紫孕易3くは赤褐
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色をなし全く螢光を磯しなV・o

　　　II工　卵殻の螢光色

　　　　且．普通卵殻
　前述の如く漿液膜は螢光を磯しないものとすれば卵両の監光はiヨ！1ち卯殻の螢光・ゼF副1より癒

過して見える漿液膜の合色となるわけであるから卵穀の蟄光のみに就いて訓ぺる必咳薯がある。

卵殻には山然卵殻（蟻顕力：内容を喰ひつくして脱lllする場合のもa））a：人爲的に卵を押しiC）　S：

して内審を洗ひ川して卵澱のみとしだものとv二強あるわけであるが、之が親寮結果は大弼く同

様であつた。

　帥螢光の種類は：普麺黒種1こ於て大休1司様のCCt調を有つてゐるが典の強さに弧弱が融ゆ、贔種

的にも可成の繋異がある。猟いものは輝黄色（卵両の場舎よゆも卵敷内外の反尉も｛’llつて組に

lls］（vsて見焔）を鰯鴨る。共の次に黄仏斑！櫓、灘苛白色（僅かに螢光鮪つてゐる）及次

肉色無螢光等の種々の階調を甑別する事が川坐る、例へば丈lor）猟，支：106號欧卜15脱螺臥㌃

輝黄色に鳩し・1歌卜八、rl七、　il－一〇、飯WQ1本…化1”its卵）、次由魚卵馨に於でほ、滑

白色叉は次白色無螢光であつだ。之に伽つて見れば卵剛¢）螢光と卵澱の蟄光と欧大休1よ一激し

てゐるが“一”iscしない場合・もある様である。9く肉Ill舶勺1こは青紫色を幣びてゐる螢光｝IL割合に粥い

徽帆焔・此慾の無llは蜘ζ研究の伽也がある、良ロ例へI」波描號で臨卵蝋拶臓共に都1

光が強いが漱十ヒでは卵面麟i膚い黄祁1色の側の螢光であるが卵殻のみの螢光は粗？：1狽く親はれ

てゐる。之等は恐らく卵殻の溢明度とも關係するものでめ篇らしく思はれる。術黄磁以rvド無螢

光のものはその程度に從つて卵殻直下の漿液膜の色の影盤iを受けて一殿に卵嚢乏のみの場脅より

嚇く見えるものである事は撮ひがない。

　　　　2、人工艀化種の卵殼

　次に人工卿化虚理後の自然卵殻にガ姥て観察したのに魯畑黒猿の如き窯コ0ぢ號の個腐の輝黄螢

光を央つて・支106ロユ10共に一一様1こ明るい淡紫螢光魚を鰭してゐたので異糠の態が齢つ加

そこで支105號の曹通黒種を用ひて人工卿化膿理を施した（王ICi此蹴1，10源慶11僧1，¶浸演

6分閥）。rnt’が黄色の螢光は壺く鴻央して漿液膜の色も見え口110励隠響に兄る如き卵衙¢填1辱螢

光黒紫褐色を是しだ。然し3分間位の浸潰では来だ螢光が礎つてゐ海。次に卵穀のみのものな

取つて臨酸で同様な庭理をした場合も輝黄色の螢光は同様に攣化して淡い黄由色となり螢光が

無くなつてゐfe。然し自然卵穀（入工貯化の）の如くに淡い紫色の螢光るii見られなかつtc。次

に苛性加虫の濃1享溶液（20％）・一常濫1一に浸して卵殻を溶かし螢光を見たが之では2（1秒1馳kで

螢光少V・淡黄白色を表はした。

以．1三に伽て之を槻るに獄卵の螢光物質は卵殻鯛1にあり、m・かも瑚鄭慢の獅flこ近き部

分にあるもので人工卿化嘘理程度の作用で螢光物質が漕失されるものの如くであ7」。之は溶解

し去らる玉ものか或は化聯狛勺に攣化されるかは明かでなXt・iが多分卵弧受の溶解にQJr　7．ものであら

ふ。絢卵を熱暢le入るSとも3く此のものを更にAlcoh◎1中に投歩るとも卵砺の螢光に墾りはな

い。只Alcohol　rl－1では卵内容液の浸出｛こよると見るぺき螢光がAlc⑪ho1に微力Aに見られる。

　　IV．卵内容の螢光

　卵内容の螢光は外槻的螢光とは直接關係はないわけであるが、外両の螢光が隔種的に霊異あ

る如くに内容物質にも相違がありはしないかとの疑から調査して見た。

　卵内容の螢光は簡野工に生の卵一定敷をμ芋計凪中で摺つぶし7eので卵黄質も胚子も幌合してゐ

る諜であるが早期の卵では大部分卵黄質と見て差閲ないと思ふ。之に一滴の水を加へ此のll賊
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化墨用濾紙に塗り風乾してからその螢光を紫外線下で調くtた、之れに伽れば螢光の軸1きものと

弱きものとあり色調の攣化は一般に極めて少いが20撒品種t・1・1大体紫、淡紫、微紫、淡ilf紫b

青紫、微1盤1白等諏々のllll？調があり、大休品種的に一一コとしてゐるが3く峨顧別的｝で個体臓鎌異もあ

るらしV・。3ζ同一品種でも卵醐螢光色の相異：大なるものには内容にも多少の難・がある様であ

る。何れも淡紫を申心とした色訓である。物人工太ll易燈に紫外線lllt・er　S・lttt　sを用ふるも近紫

外線の曙紫色がfiltier　pを塑ef上に落ちてゐるので、鞘もするtl二錯1趾義ご生じやすい。

　胚子の螢光：丈105號一種に付き反1博期畷の胚予をlilter　l［tu，（｝1・上に取り乾かして螢光を

見たが之では）’o正kと殆ど攣りなき淡紫色を黒した。

　不授精卵の内容の螢光：支1〔｝5號では秤1ilκ味ある紫色、支106號では切ゐV、淡紮色b日110

號では淡線黄で紫叫とを席｛ぴてゐるo

　　般に内容液の槻寮にやま濃厚の傷合・』淡い」易合，とでr（二調の鑑別が∫進ひゃすいから比較の場含

は一定となる様に液を作らねばならぬユ勿論内容を塗るべき下続は常に…雄すべきであるが濾

続の如き夫自身紫色（近紫タト線の働醗するものを川ふ’聴か燦卵1’蔽の或黍鯉）ものの様に

白色に兇えるものを川ふべきかは槻努ξh考ふ｛ミき～」罫であると思ふ。

　　V．卵の駈蕾ε螢光

　卵醐螢光の顯嵜な支ユor｝猟では1能下直f麹）材料はなかつ允が．咋年（1933）春」栄りの卵と本年

券撮り　（1934）の卵の開には螢光の強さ3くは色調には礎化がない叉ll，1　110號では縫1下直後にも

螢光を認められす衡い卵でも同様であるので懲いから螢光が無いとは鱗へなV・。そして黄白卵

から蔚色卵迄大部分ilevosixの色に粟翻されてその色を爽はしてゐる。

　卵内容に就ごは「1110號で1ま藤卯後は費線味を帯びて居り，歌笛に青n紫色に攣る様である

が此の難別は切瞭でなV・。卵簿では螢光微かな黄線色を呈する。卵管内の卵内客は淡轡緑色螢

光を有つてゐる。

　以ヒ完全なるものではないが，翻卵螢光に關する橡備的観察結渠を記述したが此の現敦は翻

繭の螢光色叉ば血液の螢光等とll辱に鍛の巫理離上、獄のIFill腫改良上遺剛曝1的にも叉人工卿化離

．1：tLも、卵の生化躯的方向にも相當鍍要にして且つ興味ある陶題で1よある証いかと考へられる。

楚等に關して著者は｝廻に詳細な調華託を進めてゐるものである。（於　上田鍛綜誕r門辱～校）

　　　　　　　　　　　　　　（昭和九年ヒ月三三十一口受遡）
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Studies on Ultra Violet Fluorescences of the Silkworm 

Egg. (Preliminary report)

Sadajiro YAMAGUCHI & Shingo YONEZAWA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Receivecl　Juユy　31．1934）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　R6：sum6

　　　The　ultra　violet　fluorescences　of　the　silkworm　cocoQns　and　1）ody　flttid　havE

been　aIready　studied　by　many　authours，　but　those　of　the　eggs　have　never　bee臓

abserved．　Sっwe　have　intended　to　study　the　fluorescences（）f　the　e囎s　by

means　of　irradiatio1ユof　u1しra　violet　ray　with　quarβ　1amp，　using　the　Ultra

violet　filter，

　　　Then，　observation　shows　the　existence　of　various　fiuorescence＄　which　d簸er

in　variety　of　the　eg9，　Sot孤e　of　the　varietles　are　similar　in　the　tone　of

fluorescence，　but　some　are　various　in　spite　of　the　same　variety，　and　some　of

them　shows　no且uorescence，　Mornt　cQnspicuous　color　of　the　fluorescence　is

the　bright　yellow（in　Kokusan　Shi　No．105），　next　come　ye110w，　dark　yellow，

dark　brownish　yellow　and　brow1ユish　violet（in　Kokusan　Nichi　No．110）etc，

　　　　These　fluorescences　oE　the　egg　will　be　due　to　property　of　the　chorion

（secondary　egg　me血brane），　irl　detai1，　the　fluorescent　substances，　which　are

contained　mainly　in　the　upper　Iayer　of　the　chorion，　Because　the　fluorescences

disappear　easily　when　eggs　are　treated　by　HCi　or　NaOH　soltltion，

　　　　Genera11y　the　fiuorescence　of　chorion　itself　is　more　brilliant　than　that　of

the　chorion　with’sero3a，（the　serosa　is　lies　under　the　chorlon　and　contains

brownish　or　blackish　violet　pigments．）

　　　　But　the　fltiroescentless　egg　never　shows　a　fluorescence　even　in　tlユe　chorion

itself，

　　　　It　is　also　fo岨ユd　that　t正ユe　contents　of　egg（yolk　and　embryo）show　some

且uorescences，　But　there　are　no　remarkable　difference　of　that　colou1’tone　in

the　various　varieties．

　　　　　　（Imperial，　Cっ11ege　of　Seri’culture　and　Silk－1　ndustry，　Uyeda，　Japan．）


